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あらまし：本講演では，講演者がこれまで取り組んできた，香りと味を伝達する手段としての料理レシピ及び

調理映像に関する研究を紹介する． 
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Abstract: In this talk, I will introduce my work on cooking recipes and cooking videos as means for 
transmitting odor and taste. 

 

1. はじめに 

情報通信技術の発展に伴い，五感のうち視覚と

聴覚に関する情報は，テレビジョン放送のほかイ

ンターネット上の通信を通じて日々大量に伝達さ

れるようになり，お茶の間にいながらにして，地

球上のどこの様子でも容易に見聞きすることがで

きるようになった．しかし，五感の他の感覚に関

する情報の伝達については，いまだ研究段階で実

用化されていないのが現状である． 
講演者はこれまで，料理の調理方法を人から人

へと分かりやすく伝達する手段として，料理レシ

ピ及び調理映像に注目し，それらの効果的な活用

方法及びそのための解析方法について研究してき

た．嗅覚及び味覚に関する情報（香りと味）を伝

達する汎用的な手段がいまだ確立されていないな

かで，料理レシピや調理映像により伝達される料

理の調理方法を媒介して，間接的ながら，これら

の情報を少しでも的確に伝達できるようにしたい

と考えてきた（図 1 ）． 
本講演では，このような考えに基づいて，講演

者らがこれまで 18 年あまりにわたって取り組ん

できた研究について簡単に紹介する． 

 
図 1 料理レシピや調理映像を媒介した香りと

味の伝達 

2. 講演の概要 

本講演では，以下の 2 つに分けて，講演者がこ

れまで取り組んできた研究について紹介する． 
1. 調理方法の分かりやすい伝達に関する研究 

料理の調理方法を分かりやすく伝達するた

めに，調理映像を中心としたマルチメディア情

報を用いて料理レシピを視覚化する研究に取

り組んできた．本講演では，以下の 4 つの研究

について紹介する．各研究の詳細については，

引用してある文献を参照されたい． 
・ 料理番組と連動した料理レシピと，料理番

組の映像の自動対応付けによるもの（図 2）
［3–5］ 

・ ウェブ上の一般の料理レシピと，料理番組

映像やウェブ上の映像の自動対応付けによ



るもの（図 3）［6，8］ 
・ 自作の料理レシピに対して，調理過程の要

約映像を自動編集するもの［11］ 
・ ウェブ上の一般の料理レシピに対して調理

手順やウェブ上の画像・映像を用いて解説

を補うもの［9］ 
また，これらを実現するために必要であった

以下の 2 つの要素技術についても紹介する． 
・ 料理レシピにおける調理手順の構造解析［2］ 
・ 料理において特徴的な調理動作である反復

動作の検出［1，10］ 
2. 料理レシピの柔軟な検索に関する研究 

さまざまな観点から料理レシピを柔軟に検

索するために，大量の料理レシピ及び付随情報

を用いたマイニングや学習に関する研究に取

り組んできた．ここでは，以下の 3 つの研究に

ついて紹介する． 
 食材の有無や健康上の理由などの制約に対

応した検索を実現するための，代替食材の

マイニング［7］ 
 ある料理に関する典型的な料理レシピの検

索を実現するための，使用食材の典型度の

マイニング（図 4）［12］ 
 食味による検索を実現するための，使用食

材と料理画像の特徴の学習［13］ 

3. おわりに 

近年，味覚センサや匂いセンサ，また 3D フー

ドプリンタと呼ばれる装置も開発されている．た

とえば，これらを入出力として組み合わせて用い

ることで，料理レシピや調理映像を媒介せずに，

機器間で嗅覚と味覚に関する情報を直接伝達し，

遠隔地で再現することができるようになる日も遠

からずやってくるかもしれない．しかし，食を媒

介した人と人とのコミュニケーションには，嗅覚

や味覚の伝達以外にもさまざまな役割や効果があ

ると考えられる．今後はそのような点についても

考慮しながら，より効果的に料理の調理方法を伝

達する方法について検討していきたい． 

 
図 2 Happy Cooking インタフェース 

 
図 3 Video CooKing インタフェース 

 
図 4 典型度に基づく使用食材推薦インタフェ

ース 

 
図 5 未来における香りと味の伝達？ 
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